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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【1 0月】

問い合わせ水道部工務課維持担当　緯38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所(緯31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間の修理は右の業者

が待機しています。

　　店　名 TEL 当番日

　

具
体
美
術
、
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
、
美
術
博
物

館
、
そ
し
て
南
芦
屋
浜
。
私
に
と
っ
て
芦
屋

は
ア
ー
ト
で
結
ば
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
結
ば

れ
る
ま
ち
だ
。

　

今
は
な
き
具
体
美
術
に
衝
撃
を
受
け
、
建

築
も
舞
台
も
先
駆
的
だ
っ
た
ル
ナ
・
ホ
ー
ル

と
、
そ
こ
に
集
う
人
々
に
刺
激
を
受
け
、
友

人
た
ち
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
芦
屋
が
、
い
つ
の
間
に

か
「
高
級
住
宅
地
」
と
し
て
し
か
語
ら
れ
な

く
な
っ
た
の
は
と
て
も
悲
し
い
。
私
の
好
き

な
芦
屋
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
私
自
身
、
仕
事
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
間
に
、
楽
し
む
場
も
大
阪
や
神
戸
に

　
　

移
り
、
い
つ
の
間
に
か

　

「
寝
に
帰
る
だ
け
の
芦
屋
」
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、

あ
の
震
災
だ
。
そ
ん
な
時
、
南
芦
屋
浜
に
建

設
さ
れ
る
災
害
復
興
住
宅
の
環
境
計
画
と
し

て
、
ア
ー
ト
を
導
入
す
る
計
画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
頼
ま
れ
た
。
そ
れ
が
、
「
だ
ん
だ
ん
畑
」

で
全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
る
「
南
芦
屋
浜
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
ア
ー
ト
計
画
」
で
あ
る
。

　

更
地
の
ま
ま
だ
っ
た
広
大
な
埋
立
地
に
で

き
る
被
災
者
の
た
め
の
団
地
。
物
心
と
も
に

傷
つ
き
、
生
き
る
力
を
な
く
し
た
人
々
の
た

め
に
、
ど
ん
な
環
境
を
つ
く
っ
た
ら
い
い
の

か
。
仕
事
と
し
て
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と

以
前
に
、
二
十
年
以
上
も
こ
の
街
に
住
ん
で

い
な
が
ら
、住
民
と
し
て
何
も
し
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
に
対
す
る
罪
滅
ぼ
し
の
よ
う
な
気
持

ち
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。

　

計
画
か
ら
十
年
、
団
地
が
で
き
て
か
ら
八

年
が
経
過
し
た
今
、
団
地
の
各
所
に
創
ら
れ

た
ア
ー
ト
作
品
群
を
大
事
に
扱
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
。
私
自
身
、

い
ま
も
住
民
の
か
た
が
た
と
の
お
つ
き
合
い

が
続
い
て
い
る
。
ア
ー
ト
作
品
と
し
て
つ
く

ら
れ
た
「
だ
ん
だ
ん
畑
」
で
は
作
物
が
よ
く

育
ち
、
心
安
ら
ぐ
風
景
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
芦
屋
だ
か
ら
で
き
た
ん
だ
よ
ね
」
と
言
わ

れ
る
た
び
に
、
と
て
も
嬉
し
い
。
ア
ー
ト
が

身
近
に
あ
る
こ
と
の
豊
か
さ
が
特
別
な
こ
と

で
は
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
芦
屋

だ
っ
た
け
れ
ど
、
美
術
館
を
民
間
委
託
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
で
揺
れ
る
芦

屋
は
や
は
り
悲
し
い
。
ア
ー
ト
な
ま
ち
・
芦

屋
の
再
生
を
、
多
く
の
心
あ
る
人
々
が
注
目

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
私
も
で
き
る
だ
け

お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
橋
本　

敏
子
（
は
し
も
と　

と
し
こ
）
氏

　
　

大
津
市
出
身
。
同
志
社
大
学
卒
業
後
、

　

「
都
市
・
文
化
・
ア
ー
ト
」
を
結
ぶ
計
画
・

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

　

続
け
て
き
た
。

　
　

代
表
的
な
仕
事
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　

シ
ネ
マ
の
あ
る
公
共
施
設
「
ピ
ピ
ア
め
ふ
」

　

（
宝
塚
市
）
、
南
芦
屋
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆

　

ア
ー
ト
計
画
（
芦
屋
市
）
、
ア
ー
ト
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
「
湊
町
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
神
戸
市
）
ほ
か
の
プ
ロ

　

デ
ュ
ー
ス
が
あ
る
。

　
　

現
在
、
㈱
生
活
環
境
文
化
研
究
所
お
よ

　

び
㈱
文
化
農
場
代
表
。
龍
谷
大
学
社
会
学

　

部
教
授
。
若
葉
町
在
住
。

　

芦
屋
・
ア
ー
ト
・
明
日

撮影・桑田敬司(ハナヤ勘兵衛)

秋の公民館講座

【世界はニュースだけではわからない（時事経済解説）】＜全６回＞

■日時　10月22日～３月18日(土)午後２時～３時30分　■会場　市民センター 401室　■

定員　100人　■内容・講師　①「日本経済の展望－経済の見方」神戸大学教授・滝川好夫

氏　※２回以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします　■受講料　1,800円

【21世紀のエコロジー】   ＜全４回＞

■日時　10月29日～12月３日(土)午前10時～11時30分中心　■会場　市民センター 401室

ほか　■定員　90人　■内容・講師　「京都議定書はどこへ行く」神戸大学助教授・竹内憲

司氏／「豊かで快適な暮らしを目指して」大阪ガス環境部職員・平山健次郎氏(関西電力・

大飯原子力発電所ＰＲ館をバスで見学)ほか　■受講料等　1,500円　

【太平洋をとりまく国々と日本】 ＜全４回＞

■日時　11月14日～12月12日(月)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 301室　■

定員　60人　■内容・講師　「サハリンから台湾、ミクロネシア地域の文化的広がりと歴史」

大阪大学教授・土岐哲氏／「南米大陸南端まで渡っていったモンコロイド」奈良大学教授・

青木芳夫氏ほか　■受講料　1,200円

【教育問題講座－心とからだをのびのび育てる子育て】　＜全３回＞

■日時　11月７日～12月５日(月)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 401室　■

定員　100人　■内容・講師　「心とからだを育てる食育入門」キッチンスタジオ主宰・坂本

廣子氏／「生きる力をどうつけるのか」兵庫教育大学教授・田中亨胤氏／「子どもの心を

育てる子育て」湊川短期大学教授・三宅茂夫氏　■託児　要予約　

【考古学の魅力に迫る－会下山遺跡から高松塚古墳へ…】　＜全４回＞

■日時　11月４日～11月25日(金)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 401室ほか

■定員　60人　■内容・講師　「縄文探検－民族考古学の試み」国立民族学博物館名誉教授・

小山修三氏／「会下山の人々の見た弥生社会」市文化財担当職員・森岡秀人／「高松塚古

墳の発見当時と今…」関西大学名誉教授・網干善教氏ほか　■受講料　1,200円

【楽しく生きるための講座】＜全４回＞

■日時　10月27日～12月１日(木)午前10時～11時30分　■会場　市民センター 401室ほか

■定員　60人　■内容・講師　「食への楽しみ－ＮＨＫ『わかば』の料理指導を通して…」

辻学園・為後喜光氏／｢あなたのストレスとります－プラス思考の心理学」心理カウンセラー

・下口雄山氏／「歴史の謎に迫る－義経伝説の謎」アメリカン大学客員教授・芝垣哲夫氏

ほか　■受講料　1,200円

【ＸＰノートパソコン活用講座】＜全４回＞

■日時　11月５日～12月10日(土)午前９時30分～11時30分　■会場　市民センター 217室

■定員　ＸＰノートパソコンを持参できるかた16人　■内容　ファイル管理、写真の取り

込みと管理、インターネットの検索など　■講師　片山綾子氏　■受講料　2,000円

　■申し込み　往復はがきに（複数申し込み可）  ①講座名②住所③氏名④電話番号⑤年齢⑥性

　別を記入し、10月12日（水）＜消印有効＞までに上記へ。応募多数の場合抽選（市内在住優先）

　■受講料　初回に各講義室で。受講料は全回通し金額。受講料の返金はできません。　■託

　児　１回300円。２歳児以上就学前の幼児。はがきに「託児希望」と記入してください。

問い合わせ　公民館　緯35-0700／FAX22-6924(〒659-0068  業平町8-24)

公民館・子ども教室　楽しい催し
【古市景一先生と歩く芦屋川の自然ウオッチング】

■日時　10月22日(土)午前９時30分～11時30分　■集合　阪急芦屋川駅北側広場　■対象

小学生(保護者同伴可)25人　■内容　芦屋川の魚、植物、昆虫などの学習

【森茂子先生と楽しむ芦屋川周辺のスケッチ教室】

■日時　10月29日(土)午前10時～正午　■集合　ルナ・ホール前　■対象　小学生(保護者

同伴可)25人　■内容　芦屋川周辺でスケッチを楽しむ　

【科学手品　あなたも今日からマジシャン】

■日時　11月12日(土)午前９時30分～11時30分　■会場　市民センター 203室　■対象　

小学生20人　■内容　身近な材料でできる手品を学ぶ　■材料費　500円

【世界に一つだけのオリジナルパズル】　

■日時　11月12日(土)午後１時30分～３時30分　■会場　市民センター 203室　■対象　

小学生(保護者同伴可)20人　■内容　好きな写真をジグソーパズルに　■材料費　200円

【てん刻教室】　

■日時　11月26日(土)午前９時30分～11時30分　■会場　市民センター 203室　■対象　

小学生(保護者同伴可)20人　■内容　年賀状の干支の印を作る　■材料費　600円　

※申し込み　はがきかファクスで、教室名等必要事項を記入し10月13日（木）までに上記へ。

女性センター相談日

専門の相談員が相談に応じます

●女性の悩み相談＜要予約＞　

日時　毎週金曜日午後１時～４時

内容　夫婦・家族関係、心の悩みなど

●暴力（ＤＶ）に関する相談＜要予約＞

日時　10月12日(水)午後１時～４時

内容　夫や親しい関係にある男性から

　　　の暴力（ＤＶ）

公正証書相談・合同行政相談

◆公証人による「公正証書相談」
日時　10月11日(火)午後１時～４時
内容　遺言書・公正証書に関する相談

【公証週間：10月１日～７日】
◆行政相談委員等による合同行政相談
日時　10月19日（水）午後１時～４時
内容　行政に関する苦情・要望・意見等
会場　市役所北館２階会議室(２)
【行政相談週間：10月17日～23日】

問い合わせ　お困りです課　緯38-5401

阪神間の美術館･博物館をめぐる
シャトルバス  NAVETT-MUSEE

■期日　11月３日(木・祝)　■コース　阪神芦屋／芦屋

市立美術博物館／西宮市大谷記念美術館／白鹿記念酒造

博物館（酒ミュージアム）／禄水苑／阪神西宮　■申し込

み　往復はがきに、氏名（ふりがな）・年齢・連絡先（郵便番

号・住所・電話番号）・乗車人数・乗車希望場所・最初の希

望時間帯（午前・午後・どちらでも）を記入し、10月22日

（土）＜必着＞までに下記へ。参加証を送ります　■定員

限定250人　■費用　バス代無料(要入館料)

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432(〒659-0052 伊勢町12-25)

エドワード・スタイケン

ポートレイト展
会期・10月1日～11月6日

午前10時～午後５時（入館４時30分まで）

【ギャラリートーク】■日時　11月

３日(木・祝)①午前11時②午後２時

(要観覧券)　■会場　美術博物館　

■内容　「スタイケンのポートレイ

トを読む」写真家・楓大介氏

《観覧料》一般500円（400円）、大高生400円

（320円）、中小生無料＊（20人以上の団体料金）

相談予約電話　緯38-2022




